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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・インフルエンザの予防接種の案内が来ています。青陽館はプログラム実施の兼ね合い以下のとおりで実施予定。

　10/31（水）→紫葉、佐々木、三國、馬場、戸賀沢

　11/6（火）→柴崎、鳥谷部、慶長
・遅番担当者は帰宅時に全員分の鍵が戻されているか確認する。
・坂本秀男様のサービス担当者会議について
　日時：10/23（火）16：00～　場所：グループホーム　参加スタッフ：小嶋、紫葉

・電算化委員会より

1 勤務表が出次第、早めにスケジュール登録をしてください。また、勤務は“遅番”と入力するようにしてください。

2 パソコンのスキルチェックについて今後実施予定としています。

・教育委員会より

　医療福祉学会当日は、各発表を聞き、評価する紙が配られます。それが出欠表ともなるので、記載するようにしてください。また、○をつける個数などにも気をつけるようにしてください。

＜研修案内＞
〔外部研修〕

①10/21（日）13：00～16：00認知症フォーラム
　テーマ：「これって認知症？～認知症と間違えやすい病気～」　講師：深澤Dr.
　場所：八戸市総合福祉会館　2階多目的ホール
②10/27（土）14：00～15：30こころすこやか財団　講演会

テーマ：「障害者だって年をとる」　場所：こころすこやか会館

③11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

　場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
④11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

　「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

⑤12/9(日)9：30～16：00　臨床精神医学研究会
　場所:コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
〔院内・法人内・グループ内研修〕

①10/24（水）、10/31（水）17：30～18：30　場所：4階メモリアルホール
　テーマ：｢感染対策(インフルエンザ・ノロ)｣　

講師：佐藤　志穂 (感染対策管理委員会 委員長)
②10/25（木）17：15～　看護グループ内研修
　テーマ「精神科現場における暴力対応」　場所：病院2階会議室　講師：成田Ns

③11/3（土）医療福祉学会特別講演　第5回法人研修

テーマ：「富山型デイサービスについて」

＜提出期限＞

・疾患別診療計画書（医師評価が必要な利用者）が戻り次第、利用者にサインを記入してもらうこと。
・10/19（金）　11月分のプログラムテキスト　

・11/5（月）昼　10月分月報　

＜利用者様情報＞
デイケア

・東海林紀子様～本人より電話があり、月経前の腹痛が強い為、先日婦人科受診し診察、癌検診を受けたとの事。医師の説明では排卵時痛との事で痛み止めが処方となったと言う。癌検診の結果は自宅へ郵送されるとの事で何かあったら、相談すると話し、終話している。
・中村与一郎様～昨日、腰痛が強い為整形外科受診したと報告がある。痛み止めが変わったとの事で痛みは軽減したと話し、ラジオ体操等の運動プログラムに参加している。
・佐々木理佳様～他利用者と交流しているが、表情活気のなさが窺えている。生活指導室で横になっていることがあり、体調を確認すると「幻聴があって。幻聴じゃなくて、本当の声なんだけど、なかなか会えなくて泣きたい。」と言う。就労については両親と話し合い、年明けに進めて行く事にしたとの事。静養室で休養希望あり、利用しているが途中何度か1階に降り、スタッフへ話し掛けがある。「病気じゃないから薬は飲みたくない。通院もしたくない。幻聴で病気は治った。」と涙ぐみながら話している。これまでの病状を振り返ると、服薬中断や多量服薬があったと言うが、具合は変らなかったとの事。幻聴で病気が治るのは考えずらい事と服薬の自己中断、多量服薬は危険である為、しないように助言し外来時に主治医へ相談するよう促している。

デイナイトケア
・古舘　正行　様～青風荘より情報提供があり、昨日、風邪症状が悪化してきたため、うしお内科を受診したとのこと。症状は、鼻汁、咳嗽、喉の腫れがあり、薬が5日分処方。（処方薬　セフカペンピボキシル(100)3T　ソランタール錠(100)3T　アスベリン錠20(20)6T　各食後、カロナール錠(300)頓服薬）。帰荘後、安静臥床を促すが部屋から出てきては、スタッフに、「たばこ」「コーラ」「買い物は？」等話し掛けがあり、自室で休むよう促しを要したとのこと。本日の状態について、咳嗽は続いているが発熱はないとのこと。本日は、静養のため欠席となる。
・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、咳が出ているためマスクを渡しているとのこと。体温36.9℃。本日のデイナイトケアでは、来所後も時折咳をしているが、不調を訴えることなくプログラムに参加している。他者との交流はなく、座って眠っていることが多い。15:00　体温36.4℃、咳がでる以外の訴えはない。その他、昨日コグニサイズを行っている時に、隣の人の手を触るような動作の時に、「熱い！火傷しているみたいだ」「どうしてこんなに暑いの！」「変だよ」と過度な態度を表す様子が見られているが、実際にコグニサイズを行うと問題なく行っている。その後の対人トラブルを起こすことなく過ごされている。
・田中　一　様　～昨日、母様の命日と話していたため、調子は崩さなかったか尋ねると、「昨日は50分拝みましたよ」と話している。表情にはやや活気がないように見えるが、睡眠については眠れたと話している。本日マスクを着用しており、理由を尋ねると「予防」と答える。一日を通して、プログラムに遅れて参加することが目立ち、トイレや私物を置く等に時間を要している。16：00体温計を借りに来る。「ちょっとダルい。骨の節々がダルい」と話している。体温測定すると、36.4℃。
・岩城　敏夫　様～昨日、鹿内歯科受診している。次回、10/24（水）を予定している。

ナイトケア
・特記する利用者様はいません。
＜外来患者様情報＞
・関　秀治様～まだ頭痛がたまにある。食事や睡眠はとれている。仕事もある程度やれているとのこと。11月に十和田で健診があって朝の服薬をしないように言われたが大丈夫かとの事。朝の服薬はしなくても大丈夫と伝えている。処方継続。

・中村　与一郎様～著変なし。腰が痛くて整形外科受診。腰椎椎間板ヘルニアの疑いがあり、内服薬が処方された。処方継続。

・駒木　洋士様～ロドピン減薬後も躁症状の再燃なく経過。食事や睡眠もとれているとのこと。眠気はまだたしょうあるようだが、減薬前よりはだいぶ良と話す。フルニトラゼパムは本人と相談し一旦中止してみる。不眠時を念のため処方。そのほか処方継続。

・川村　亨様～体重７０ｋｇ、不調ないとのこと。
・中村　鶴子様～最近の様子としては「相変わらず空想と物忘れ、勘違いがありました」という。食材を購入しに行く店を間違えていたりすることがあったらしい。よく行くラーメン屋に行って「ここでラーメンをかけられたらどうしよう」と考えていることがある。作業の方では、パック詰めをしたりシール貼りをしたり菓子を作ったりして楽しいとは感じている様である。

＜電子カルテの基本情報入力について＞

現在の状況

・医事

オルカに情報が入力されている方の住所、電話番号、保健情報、本人の連絡先は電子カルテへ飛ばすことができる。家族の連絡先などは直接入力となる。

新規の方の情報は入力作業を進めている。

・外来看護

　主訴、アレルギー及び感染情報は入力作業を進めている。

・青陽館

　青陽館利用者の情報はすべて青陽館にて入力していく。

・PSW

　上記以外の情報はPSWにて対応となる。

今後について

・各領域で入力できる箇所の入力は進めていく。終了の目処は人数によって変更になる可能性があるが、来年2月末ころを目処に終了を予定したい。

・PSWにて入力する情報が多いため、今後菅原AOMと相談しながら、PSWスタッフやコメディカルスタッフと分担しながら作業を行っていく。

・進捗状況は、都度集まれる時に集まって確認していくこととする。

